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SUMMARY  

Studiesarebeingcarried outon the chemicalstatus oftin dissoIvedin cannedacid  
prducts．   

Thepresentpaperdealswith thebehavior oftinwithion exchangers．Theresins  

used were thecation exchange resin（AmberliteIRC－120）．chelateresin（I）owex A－1），  

and anionexchange resin（IRA－410）．   

Tin dissoIvedin the can was found to be more orless adsorbed to theseion  

exchangers，and mostinteresting was the fact thatitis whouy and most strongly  

adsorbed to the anion exchaIlge reSiTl．   

Results obtained from the studywith the anion exchange resin（IRA－410）are as  

fol10WS：  

（1）ThedissoIvedtinisadsorbed to theanion exchange resin（either OH－type Or  

citrate・tyPe）addedtothecannedorangejuicedrink，indicatingthatthedrinkcontains  

tin anion（Fig．1and2）．  

（2）Tinisadsorbed stronglytotheresinandisnotelutedevenwith2NHCl・  

（3）Ironwasalsofound tot＊adsorbedtotheresintosomeextent（Fig・4）・  

緒  

スズは食品中に痕跡ではあるが非常に広く分布しているが，その生化学的意義についてほ明ら  

かにされていない．同様に栄養学的見地からみてもスズの意義はまったく不明である1）．   

缶詰酸性食品中に溶出するスズが多量に摂取された場合，人体に毒性を示し，嘔吐 胃痛など  

の症状を起こさせることが知られている．   

スズは2価およぴ4価の2種類の原子価をとるのみならず，他の遷移金属や第4放元素と同様，  

陽イオンとしての性質を示すと同時に，他の陰性元素と結合して酸素酸．塩化酸などの陰イオン  

となり，また有機酸とも結合して陰性イオンとして挙動すると考えられる．缶詰中において，ス  

ズがこれらのうち主としていかなる化学的形態をとっているかば明らかにされておらず，またど  

の形態が人体に対して有毒であるかも知られていない．   

大森2）はスズクエン酸ソーダ，あるいはクエン酸スズと考えられる物質を調製して，これがネ  
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コに対して有毒であることを報告している．   

著者らは缶詰酸性食品中に溶存するスズの化学的形璧を明らかにするため，まずそのイオン交  

換樹脂に対する挙動を明らかにすることを目的として実験を行なったのでその結果を報告する．   

実験材料および実験方法  

使用材料   

1．オレンジジュース飲料  

市販缶詰オレンジジ ュース  

2．樹脂IRA－410  

0H塑およびクエン酸塑を用いた．  

実 験 方 法  

開缶直後の缶詰オレンジジュース飲料を辞退（パルプ除去）し，㌍液を樹脂の入った容器に添加  

して，数時間放置後・上清液についてスズを測定した・樹脂よりスズの溶離は2ⅣHClによって  

行なった．   

スズの測定はポーラログラフィーによ▲って行なった・硝酸イオンほKanlmの方鮮）により比色  

定量した・鉄は¢－フェナンスロリン法により比色定量した．  

結果および考察   

1・OH型強塩基性陰イオン交換樹脂に対するスズの挙動とpHとの関係   

オレンジジュース缶詰3缶を開缶後よく薮  

塗混和した後，劉旨に50mlのジュース炉液  

を添加，吸着せしめた後，スズの量を動定し  

た・第1図に示すとおり，スズは対照で140  

ppmあったものが2gの樹脂添加で完全に  

消臭している．pHはスズがなくなるにつれ  

てアルカリ側に移行している．   

2，クエン酸塾陰イオン交換樹脂に対する  

スズの挙動とpHとの関係   

F；g・2に示すごとく，スズはOH塾に対  

すると同様．クエン酸型にも吸着される．pH  

ほ安定に3．2～3．3に維持されている．   

以上の結果から缶詰酸性食品中に溶存する  

スズは少なくとも一部アニオンの形をとって  

いると推論される．  
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Fig．1AdsorptionOf dissoIved tin to  

hydroxyl・type anion exchange  

resin   
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Fig．3 AdsorptionoftindissoIvedand  

nitrate contained in canned  

orange juice drink 
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Fig．2 Adsorption of dissoIved tin to  

citrate・typCanionexchangeresirL   

3．クエン酸型陰イオン交換樹脂に対する  

スズの硝酸渦入における挙動とpHの  

関係  

硝較も樹脂に吸着されることからスズと硝  

薮の両者が混和されたとき．どのような挙動  

が得られるかをみたのがF；g．3である．   

Fig．3から明らかなように硝酸が混入して  

いても，その影響を受けずスズを単独にl吸着  

させた時と同じ曲線をえがき，一定の吸着性  

を保ちながら樹脂の量の増加とともにスズが  

減少する．その減少度合は2g／50ml付近ま  

で急激な減少を示し．以後ゆるやかに減少す  

る．一方，硝酸のほうもスズの吸着性に妨害  

を与えるのでなく．スズ同線吸着され，減少  

変もスズの曲線と同じ曲線をえがいていく．  
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Fig．JAdsorption of t；n．nitrate and  

iron to anion exchange resin  
in orange juice drink   

4．クエン醸塑瞼イオン交換樹脂に対するスズ，硝酸共存中での鉄イオンの挙動   

鉄もまたスズ，硝酸と同様．陰イオン交換樹脂に吸着される（F；g．4）・   

スズ．硝変乱 鉄の三者とも陰イオン交換機脂に2g／50mlの添加ではぼ完全に消失している・  

このことほ各イオン問に競争がほとんどなく．イオン同志がそれぞれの立場から一定の法則によ  

って吸着されるものであることが推論される．  
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要  旨  

缶詰駿飽食晶内に溶r】，1するスズの化学的形態を明らかにするため，その強塩基性陰イオン交換  

樹脂に対する挙動を調べた．  

1．OH型およぴクエン顧型樹脂のいずれにも缶詰オレンジジュース飲料内に溶出したスズは  

吸着される．   

2．この．ようにして樹脂に吸着されたスズは21▼11Cllこよってもほとんど溶出されない．   

3．飲もまた塩基性樹脂に吸着される．   

4．以上の結果から酸性食品缶詰内に溶出したスズの化学的形態は主として陰イオンであるこ  

とが推測される．  

文  献   

1）無懐化合全書：Ⅱ－1－1．スズ．（丸善），p・33（1963）  

2）大森養仁．拓仲正，池田良雄，降矢強：日本車学雑誌．61，77（1985）  

3）Kamm：A．0．んC．．Vol‥18．No．5（1965）  

ー 97 －   




